




要約:日本母性保護産婦人科医会(日母)では、全国レベルでの先天異常モニタリングを病院

ベースでの調査により実施しているが、1997 年 1 月から 12 月までの間にモニタリングさ

れた出産児総数 100,930 例における調査からは、奇形児出産頻度は 1.24%であり、例年の

先天異常児の発生率と比較し、若年の頻度上昇がみられたがこれらの頻度上昇には、新た

に加えられた心奇形マーカー報告の増加が関与している可能性が高く、引き続き慎重な追

跡調査を続けることとしたい。日本母性保護産婦人科医会が行う全国規模の先天異常モニ

タリングは薬剤、環境因子をはじめとした様々な催奇形因子の存在する現代社会において

は今後も先天異常モニタリング、サーベイランスをおこなうことは極めて重要なことであ

る。 


